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株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
九
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
九
十
号

株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七

項
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
三
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
四
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
一
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
号
及
び
第
五
条
第
五
号
中
「
財
務
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
中
「
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。）」
を
「
会
社
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条

の
三
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
劣
後
的
政
府
貸
付
け
）

第
五
条
の
二

法
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
貸
付
け
は
、
次
に
掲
げ
る
性
質
の
全
て
を
有
す
る
も

の
と
す
る
。

一

担
保
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

二

そ
の
元
本
の
弁
済
が
行
わ
れ
な
い
期
間
が
契
約
時
か
ら
五
年
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

政
府
が
そ
の
貸
付
け
に
係
る
債
権
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
し
な
け
れ
ば
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行（
以
下「
会

社
」
と
い
う
。）の
財
産
を
も
っ
て
会
社
の
債
務
を
完
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

法
第
一
条
の
目
的
の
達
成
に
重
大
な
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政
府
は
会
社
の
株

式
の
取
得
で
あ
っ
て
そ
の
貸
付
け
に
係
る
会
社
の
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
す
る
も
の
を
行
う
旨
の
特
約
が
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
る
基
準
を
勘
案
し
て
主
務
大
臣
が
会
社
の
自
己
資
本
の
充
実
に
資
す
る
債
務
の
基
準
と
し
て
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
九
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
八
十
九
号

内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
七
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
号

中
「
確
保
並
び
に
」
を
「
確
保
、」に
改
め
、「
非
公
開
」
の
下
に「
並
び
に
特
定
海
外
事
業
の
促
進
」

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
株
式
会

社
国
際
協
力
銀
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
九
月
十
八

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

第
六
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

認
定
特
定
海
外
事
業
促
進
業
務
（
法
第
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
海
外
事
業
促
進
業
務
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
勘
定

毎
事
業
年
度
の
決
算
に
お
い
て
計
上
し
た
剰
余
金
の
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当

す
る
額

第
六
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

認
定
特
定
海
外
事
業
促
進
業
務
に
係
る
勘
定

認
定
特
定
海
外
事
業
促
進
業
務
に
係
る
勘
定
に
整
理
さ
れ
た
資

本
金
の
額
に
相
当
す
る
額

第
七
条
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
及
び
特
別
業
務
」
を
「
、
特
別
業
務
及
び
認
定
特
定
海
外
事
業
促
進
業
務
」
に
改

め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
財
務
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
特
別
業
務
」
を
「
、
特
別
業

務
及
び
認
定
特
定
海
外
事
業
促
進
業
務
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ヘ
及
び
第
二
号
ホ
中
「
財
務
大
臣
」
を「
主
務
大
臣
」

に
改
め
る
。

第
十
条
か
ら
第
十
一
条
の
二
ま
で
の
規
定
中
「
財
務
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中「（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）」を
削
る
。

第
十
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
財
務
省
令
」
を
「
主
務
省
令
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
財
務
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
株
式
会

社
国
際
協
力
銀
行
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
九
月
十
八

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
九
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
九
十
一
号

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律

第
七
十
五
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ

る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
と
す
る
。

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗
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